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研究成果の概要（和文）：ヒト発生において血液細胞や血管の発生は胎芽本体よりも早い時期から初期絨毛間質
内で開始されており、胎芽期の絨毛間質由来の幹細胞が循環系を通して胎児の体内に移行し、生着している可能
性がある。そこで本研究は「絨毛由来の幹細胞が胎児本体へ移行し、発生、発達過程での臓器構築に役割を果た
すのみならず、成人に至った後も臓器の修復・再生に貢献している」との新しい仮説を立てた。
　その結果、妊娠時に血中のlaeverin陽性細胞が増加することが観察された。また絨毛組織内に新しい血球細胞
のnicheの部位が同定された。本研究の成果によって胎児体内循環幹細胞の同定と絨毛内nicheの解析が推進され
ることとなった。

研究成果の概要（英文）：Since human hematogenesis and angiogenesis in the chorionic villi occur 
earlier than those in the fetus, it is theoretically possible that chorion-derived stem cells move 
and migrate fetal tissues by circulation system.  We found laeverin-positive undifferentiated cells 
in the umbilical cord blood.  Consequently, we planned this study to prove a novel hypothesis that 
chorion-derived stem cells settle fetal tissues and contribute to organ regeneration as well as 
development throughout the total life, using laeverin as a stem cell marker. 
In this project, we observed laeverin-positive cells increase during pregnancy.  We also found the 
candidate of niche for hematogenesis in the chorion tissues.  Our findings will contribute to 
regulation of stem cell differentiation using ES cells and iPS cells in the future. 

研究分野：生殖医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は絨毛由来で循環系を介して胎児に移行する幹細胞の候補としてlaeverin陽性細胞を提案している。血中
でのlaeverin陽性細胞の陽性率は様々な病態との相関が示唆されており、今後新しい視点からの病態分類を提言
できる可能性がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
ヒト発生において血液・免疫系細胞や血管の発生は胎芽本体よりも早い時期から初期絨
毛間質内で開始されており、胎芽期の絨毛間質由来の幹細胞が循環系を通して胎児の体内
に移行し、生着している可能性がある。しかしながらその全貌は明らかにされていなかっ
た。 
 
２．研究の目的 
  臍帯血中に本研究申請者らが遺伝子構造を決定した laeverin蛋白を発現する未分化な
細胞が見いだされた。そこで本研究は「胎児の血液循環内に絨毛間質由来の幹細胞が存在
することを想定し、これらの幹細胞がその nicheを絨毛内から胎児または新生児本体へ移
行し、発生、発達過程での臓器構築に役割を果たすのみならず、成人に至った後も生体内
に潜んで生息し、臓器の修復・再生に貢献している」との新しい仮説を立て、laeverin発
現を幹細胞の機能マーカーとして絨毛間質由来の胎児体内循環幹細胞を同定することを目
指して計画した。 
 
３．研究の方法 
  妊娠女性あるいは臍帯血中の laeverin 陽性細胞をフローサイトメトリー法により解析い
た。また妊娠初期の絨毛組織において免疫組織染色法にて laeverin陽性細胞が存在する部位に
ついて検討した。 

 

４．研究成果 

妊娠時に血中の laeverin 陽性細胞が増加することが観察された。また絨毛組織内に新
しい血球細胞の nicheの部位が同定された。本研究は絨毛由来で循環系を介して胎児に移
行する幹細胞の候補として laeverin 陽性細胞を提案している。血中での laeverin 陽性細
胞の陽性率は様々な病態との相関が示唆されており、今後新しい視点からの病態分類を提
言できる可能性がある。本研究の成果によって新規の胎児体内循環幹細胞の同定と絨毛内
nicheの解析が推進されることとなり、今後は胎児/新生児内の nicheの解明にも繋がると
予想され、将来ヒト ES細胞や iPS細胞を用いた再生医学の分化誘導機構の発展に貢献す
る可能性を秘めていると期待できる。 
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